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春日　豊教授略歴 ･業績
　

〈略　　歴〉

1947（昭和 22）年 11 月 10 日　　長野県高遠町生まれ

履　　歴

1966（昭和 41）年	 3 月	 東京都立小石川高校卒業
1967（昭和 42）年	 4 月	 一橋大学社会学部入学
1971（昭和 46）年	 3 月	 一橋大学社会学部卒業
1971（昭和 46）年	 4 月	 一橋大学大学院経済学研究科修士課程経済史及経済政策専攻入学
1973（昭和 48）年	 3 月	 一橋大学大学院経済学研究科修士課程経済史及経済政策専攻修了
1973（昭和 48）年	 4 月	 一橋大学大学院経済学研究科博士課程後期課程経済史及経済政策専

攻進学
1975（昭和 50）年	 4 月	 財団法人三井文庫研究員（1988 年 3 月退職）
1976（昭和 51）年	 3 月	 一橋大学大学院経済学研究科博士課程後期課程経済史及経済政策専

攻単位取得満期退学
1978（昭和 53）年	 4 年	 法政大学経済学部非常勤講師（1979 年 4 月退職）
1979（昭和 54）年	 4 月	 国連大学受託調査事業「技術の移転・変容・開発─日本の経験」
	 	 プロジェクト　鉱業 ･石炭業研究部会委員（1980 年 3 月退職）
1982（昭和 57）年	 4 月	 千葉大学教育学部非常勤講師（1987 年 3 月退職）
1985（昭和 60）年	10 月	 千葉大学大学院教育学研究科非常勤講師（1987 年 3 月退職）
1988（昭和 63）年	 4 月	 名古屋大学教養部助教授
1991（平成 03）年	 4 月	 名古屋大学大学院経済学研究科担当（1996 年 3 月併任退任）
1993（平成 05）年	10 月	 名古屋大学大学院人間情報学研究科助教授
1996（平成 08）年	 4 月	 名古屋大学大学院人間情報学研究科教授
2003（平成 15）年	 4 月	 名古屋大学大学院文学研究科教授（現在に至る）

学　　位

1973（昭和 48）年	 3 月	 経済学修士「日本近代化における勧業型豪農の位置と性格」
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学外兼業非常勤 ･委員

1986（昭和 61）年	 4 月	 田無市史編集専門委員会委員（近現代編集責任者）（1996年 3月まで）
1988（昭和 63）年	 4 月	 三井文庫研究員（嘱託）（1994 年 3 月まで）
1992（平成 04）年	 4 月	 新修名古屋市史専門委員（2000 年 3 月まで）
1992（平成 04）年	 4 月	 四日市大学非常勤講師（1993 年 3 月まで）
1994（平成 06）年	 7 月	 愛知県史近代史部会　調査執筆委員（1996 年 3 月まで）
1996（平成 08）年	 4 月	 名城大学非常勤講師（2005 年 3 月まで）
1996（平成 08）年	 4 月	 愛知県史近現代産業経済部会　調査執筆委員（2000 年 3 月まで）
2000（平成 12）年	 4 月	 愛知県史近現代産業経済部会　専門委員（2005 年 3 月まで）
2005（平成 17）年	 4 月	 愛知県史近現代産業経済部会　部会長（20011 年 3 月まで）
2008（平成 20）年	 4 月	 三重大学非常勤講師（2009 年 3 月まで）
2011（平成 23）年	 4 月	 愛知県史近代産業部会　部会長（現在に至る）

学会活動

1974（昭和 49）年	 5 月	 歴史学研究会委員（1976 年 5 月まで）
1983（昭和 58）年	 5 月	 歴史学研究会委員（1985 年 5 月まで）
1991（平成 03）年	 7 月	 土地制度史学会幹事（1999 年 10 月まで）
1999（平成 11）年	11 月	 土地制度史学会理事（2002 年 10 月まで）
2002（平成 14）年	10 月	 政治経済学 ･経済史学会理事（旧土地制度史学会理事）
	 	 （2009 年 3 月まで）
2009（平成 21）年	 4 月	 政治経済学 ･経済史学会評議員（現在に至る）

各種学内委員

1993（平成 05）年	10 月	 人間情報学研究科教務委員会委員（1997 年 3 月まで）
1996（平成 08）年	 4 月	 人間情報学研究科入学試験実施委員会委員（1998 年 3 月まで）
1998（平成 10）年	 1 月	 学術振興基金委員会専門委員会委員（1999 年 12 月まで）
1998（平成 10）年	 4 月	 国際交流委員会留学生専門委員会委員（2000 年 3 月まで）
1998（平成 10）年	 4 月	 学生生活委員会委員（2000 年 3 月まで）
2000（平成 12）年	 4 月	 附属図書館商議員会委員（2002 年 3 月まで）
2000（平成 12）年	 4 月	 大学資料委員会委員（2001 年 3 月まで）
2001（平成 13）年	 4 月	 人間情報学研究科入学試験実施委員会委員（2003 年 3 月まで）
2001（平成 13）年	 4 月	 大学資料室運営委員会委員（2003 年 3 月まで）
2002（平成 14）年	 4 月	 総合保健体育科学センター運営委員会委員（2004 年 3 月まで）
2008（平成 20）年	 4 月	 文学研究科入学試験委員（2010 年 3 月まで）
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単　著

 1 三井事業史　本篇　第 3巻中 三井文庫　1994年
 2 帝国日本と財閥商社 名古屋大学出版会　2010年

共　著

 1 村に生きる人々─東上磯部村と萩原鐐太郎 萩原鐐太郎記念出版刊行会　1974年
 2 結城市史　第 6巻　近現代通史編 結城市　1982年
 3 財閥金融構造の比較研究 御茶の水書房　1987年
 4 週刊朝日百科　日本の歴史 103　財閥 ･恐慌 ･社会運動 朝日新聞社　1988年
 5 日本の近代と資本主義─国際化と地域─ 東京大学出版会　1992年
 6 現代日本経済史 有斐閣　1993年
 7 田無市史　第 3巻　通史編 田無市　1994年
 8 新修　名古屋市史　第 5巻 名古屋市　2000年
 9 新修　名古屋市史　第 6巻 名古屋市　2000年
 10 現代日本経済史［新版］ 有斐閣　2002年

編著（共編著）

 1 結城市史　第 3巻　近現代史料編 結城市　1978年
 2 日本近代思想体系　8　経済構想 岩波書店　1988年
 3 下田家文書目録 田無市　1990年
 4 田無市史　第 2巻　近代 ･現代史料篇 田無市　1994年
 5 愛知県史　資料編 28　近代 5　農林水産業 愛知県　2000年
 6 愛知県史　資料編 29　近代 6　工業 1 愛知県　2004年
 7 愛知県史　資料編 30　近代 7　工業 2 愛知県　2008年

企画 ･編集（共同）

日本同時代史　全 5巻　歴史学研究会編 青木書店　1990～ 1991年、11～ 27頁

論　文

 1 日本近代化における勧業型豪農の位置と性格 

   『歴史学研究』第 435号　1976年、187～ 313頁
 2 官営三池炭砿と三井物産─原蓄期三池炭砿の再生産構造─
   『三井文庫論叢』第 10号　1976年、109～ 249頁
 3 三井財閥における石炭業の発展構造─日本産業革命期を中心として─
   『三井文庫論叢』第 11号　1977年、109～ 249頁
 4 1910年代における三井鉱山の展開 『三井文庫論叢』第 12号　1978年、85～ 178頁
 5 三井合名会社の成立過程─財閥独占体成立過程の実証分析─
   『三井文庫論叢』第 13号　1979年、89～ 191頁
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 6 三池炭砿における「合理化」の過程─反動恐慌～昭和恐慌─
   『三井文庫論叢』第 14号　1980年、193～ 253頁
 7 北海道石炭業の技術と労働 

   国連大学「人間と社会の開発プログラム研究」報告　1981年、1～ 45頁
 8 1930年代における三井物産会社の展開過程（上） 

 『三井文庫論叢』第 16号　1982年、101～ 196頁
 9 Transfer and Development of coal-mine Technology in Hokkaido   

Project Technology Transfer, The United Nations University, 1982、PP1～ 65

 10 1930年代における三井物産会社の展開過程（中） 
 『三井文庫論叢』第 17号　1983年、57～ 137頁

 11 1930年代における三井物産会社の展開過程（下） 
 『三井文庫論叢』第 18号　1984年、141～ 408頁

 12 戦時体制への移行と財閥の再編成 『三井文庫論叢』第 21号　1987年、247～ 354頁
 13 「財閥転向」の一側面─三井報恩会の設立と推移─

　　『近代日本社会発展史論』　ペリカン社　1988年、353～ 384頁
 14 欧米制度の受容と財閥制度の確立

文部省特定研究「日本社会の構造と異文化変容システムの関連についての研究」報告 

1991年、37～ 65頁
 15 工場の出現 岩波講座『日本通史』第 17巻近代史 2　岩波書店　1994年、185～ 224頁
 16 戦時経済統制と財閥商社（1）　『情報文化学研究』9号

名古屋大学情報文化学部・人間情報学研究科　1999年、99～ 120頁
 17 戦時経済統制と財閥商社（2）　『情報文化学研究』10号

名古屋大学情報文化学部・人間情報学研究科　1999年、103～ 124頁
 18 財閥論　中村正政編『近現代日本の新視点』 吉川弘文館　2000年、83～ 112頁
 19　戦時経済統制と財閥商社（3）　『情報文化研究』第 15号

名古屋大学情報文化学部・人間情報学研究科　2002年、53～ 80頁
 20 戦時経済統制と財閥商社（4）　『情報文化研究』第 16号

名古屋大学情報文化学部・人間情報学研究科　2002年、45～ 63頁
 21 戦争と財閥商社（上） 『名古屋大学文学部研究論集』（史学）50　2004年、1～ 19頁
 22 戦争と財閥商社（下） 『名古屋大学文学部研究論集』（史学）51　2005年、1～ 27頁
 23 戦争と財閥─三井財閥の事業拡大・変容と再編成─

　　『年報　日本現代史』第 16号　現代史料出版　2011年、129～ 173頁

書　評

 1 旗手勲『日本の財閥と三菱』楽游書房　1978年 『歴史学研究』476号　1980年
 2 麻島昭一『戦間期住友財閥経営史』東京大学出版会　1983年

　『土地制度史学』111号　1986年
 3 田中直樹『近代日本炭鉱労働史研究』草風館　1984年

『社会経済史学』52巻 2号　1986年
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 4 荻野善弘『筑豊炭鉱労使関係史』九州大学出版会　1993年
『土地制度史学』154号　1997年

 5 鈴木淳『明治の機械工業』ミネルヴァ書房　1996年 『日本史研究』422号　1997年
 6 『横浜市史 2資料編（6）北米における総合商社』　横浜市　1997年

　　『市史研究よこはま』11号　1997年
 7 市原博『炭鉱労働社会史』多賀出版　1997年 『土地制度史学』165号　1999年
 8 石井寛治・原朗 ･武田晴人編『日本経済史 1　幕末維新』東京大学出版会　2000年

『経済科学』（名古屋大学）48巻 4号　2001年
 9 粕谷誠『豪商の明治』名古屋大学出版会　2002年 『史学雑誌』第 112編 4号　2003年

辞典 ･年表類

 1 経済辞典（執筆項目「ブルジョワ革命」など） 講談社　1980年
 2 社会 ･労働運動史大年表（第 1巻） 大原社会問題研究所編 

 （執筆項目　1930年～ 45年「経済 ･経営」項目選定・解説）　労働旬報社　1986年
 3 国史大辞典　全 15巻（執筆項目「石炭業」など） 吉川弘文館　1979年～ 1997年
 4 日本史研究事典（執筆項目「近代の文献史料」） 集英社　1993年
 5 日本大百科全書　全 26巻（執筆項目「明電舎」など） 小学館　1984年～ 1994年
 6 日本史辞典（執筆項目「三池炭礦」など） 角川書店　1996年
 7 日本歴史大辞典　全 4巻（執筆項目「重宗芳水」など） 小学館　2000～ 2001年
 8 日本交通史辞典（執筆項目「北海道炭礦汽船会社」など） 吉川弘文館　2003年
 9 郷土史辞典（執筆項目「セメント工業」など） 朝倉書店　2005年

その他

 1 近現代における三井史研究と「三井文庫論叢」 『三井文庫論叢』第 10号　1976年
 2 口絵解説　三井同族会議長一行の三池炭礦視察（明治 35年 11月）

『三井文庫論叢』第 10号　1976年
 3 口絵解説　三井鉱山串木野鉱業所西山坑内作業および芹ケ野坑通洞口（明治 38年頃）

『三井文庫論叢』第 12号　1978年
 4 永原慶二編『カレンダー日本史─１日１史話』（岩波ジュニア新書　分担執筆）

岩波書店　1979年
 5 資料紹介 ･解説　三井合名会社北京特派員執務概要 『三井文庫論叢』第 12号　1981年
 6 口絵解説　三池運炭船の運搬風景と口ノ津港風景（明治 38年頃）

『三井文庫論叢』第 15号　1981年
 7 三井と孫文 『日本近代思想体系　8芸能』別冊月報 3号　岩波書店　1988年
 8 名古屋経済における伝統と近代─ものつくりを中心に─（講演会記録）

『新修　名古屋市史だより』20号　名古屋市市政資料館　2001年
 9 明治 20年代の “長者番付 ”に見る事業家と政府の共生関係

『再現日本史　明治 5』　講談社　2002年




